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ジ
ェ
イ
ム
ズ
a
エ
ス
・
ア
レ
ン
の
本
財
関
観
日
.J. 
Aム
入
末
v
b・
白日目
麗
f、
一'-" 
は
し
が
き
日
本
経
済
史
、
殊
に
日
本
資
本
主
襲
夜
連
出
品
の
研
覧
を
志
ず
も
の
に
と
づ
て
日
本
財
閥
の
研
究
は
不
可
放
の
要
件
で
あ
る
。
日
本
財
閥
の
殻
展
を
一
諮
ら
す
し
て
日
本
資
本
主
義
の
殻
建
を
語
る
こ
と
ば
出
掠
た
い
。
日
本
財
閥
は
日
本
資
中
小
主
義
の
一
生
み
の
子
で
お
り
ノ
日
本
資
本
主
襲
の
頂
期
に
立
つ
も
の
で
あ
り
j
克
に
強
い
言
葉
で
一
広
え
ぽ
日
本
資
本
主
義
そ
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
与
。
終
戦
直
後
、
日
本
経
済
民
主
化
の
一
環
と
し
て
連
合
問
最
高
司
令
官
に
よ
ワ
て
日
本
財
閥
の
解
謹
が
命
令
さ
れ
て
以
来
、
日
本
財
閥
に
封
ず
る
怪
人
の
関
心
は
極
め
て
犬
き
く
な
り
ず
、
日
本
財
閥
に
グ
エ
イ
ム
ズ
・
Z
ス
・
ア
レ
ン
の
日
本
対
関
脇
封
ず
る
批
判
と
研
究
は
嘗
ヲ
て
見
泣
い
程
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
ろ
に
な
っ
た
。
而
か
も
猶
、
日
本
財
闘
の
本
質
た
ら
び
に
そ
れ
が
鞍
時
中
に
呆
し
た
投
割
に
円
J
い
て
の
基
本
的
た
調
査
資
料
乃
至
は
綜
合
的
汝
研
究
成
果
ば
未
叫
ん
殆
ん
ど
世
に
現
わ
れ
℃
い
な
い
。
誌
に
紹
介
す
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ヱ
ス
・
ア
レ
ン
の
芝
日
1
i
γ
B目
的
∞
-
E戸
市
三
者
S
E冨
E
C唱
。
同
可
g
a句
。
向
。
O
L
2
2
5
E
z
c
E
-
F
E∞
Z
3
2
2
3
F
3
F
3・
Ng・
i
lば
絡
戟
の
翌
年
ア
メ
F
カ
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
財
閥
C
本
質
と
そ
の
鞍
時
中
に
お
け
る
役
割
を
一
時
解
す
石
上
に
寄
興
ず
る
庭
多
い
資
料
の
一
円
J
で
あ
る
。
勿
論
本
盛
岡
は
そ
の
題
名
か
ら
も
判
る
よ
う
に
日
本
財
閥
の
研
究
を
主
題
と
し
て
警
か
れ
た
も
の
/
で
は
た
い
。
ア
レ
シ
ば
木
音
に
た
い
て
第
一
一
，
次
世
相
亦
大
戦
に
よ
っ
て
盆
え
深
化
し
た
資
本
主
義
の
一
般
的
危
機
の
経
済
的
分
析
を
、
今
次
大
戟
に
よ
ワ
て
世
界
資
本
主
義
の
宝
庫
に
立
ワ
た
ア
メ
リ
カ
、
鞍
勝
闘
で
あ
h
y
忠
が
ら
鞍
前
の
地
位
を
ア
メ
F
カ
に
譲
っ
た
イ
ギ
時
ノ
ス
、
去
ら
び
に
敗
戦
ド
イ
w
ノ
ゐ
よ
び
日
本
を
含
め
て
の
世
界
約
濁
点
資
本
主
義
母
訪
問
の
各
A
に
つ
い
て
行
い
ヲ
ハ
J
、
之
と
汝
ら
ん
，
 
一一
一
ヲ
ェ
イ
ム
ズ
-
L
λ
・
ア
レ
ン
の
日
本
財
閥
滋
で
殺
後
東
欧
に
そ
の
勢
力
を
捷
大
し
た
ソ
連
邦
か
一
中
心
と
す
る
枇
合
主
義
諮
問
の
現
吠
左
論
じ
‘
世
界
濁
占
資
本
主
義
?
門
的
矛
居
の
深
化
の
前
に
世
界
千
和
は
大
き
以
脅
威
に
曝
き
れ
て
い
る
と
警
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
拾
に
紹
介
ず
あ
の
は
本
書
の
府
県
一
一
一
章
(
原
署
五
七
l
八
五
頁
)
に
採
D
上
げ
ら
れ
て
い
る
日
京
財
問
に
こ
の
章
に
一
訴
さ
れ
が
~
害
活
ア
レ
ン
の
日
本
開
ナ
る
一
出
平
で
あ
h
y
、
財
閥
観
で
あ
る
。
(
ヱ
〉
財
閥
帝
理
ア
レ
シ
は
そ
の
著
書
の
第
一
一
一
意
に
「
財
間
帝
圏
L
1
i吋
T
N
笠
宮
円
程
阿
国
対
日
1
3
1
1た
る
名
稿
ぞ
冠
し
た
。
と
れ
ば
一
ブ
メ
可
ノ
カ
人
が
い
み
じ
く
も
附
し
、
た
日
本
の
代
名
詞
で
あ
る
。
嘗
っ
て
ス
コ
ッ
ト
・
ニ
ヤ
F
Y
グ
ポ
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
乞
「
弗
外
交
」
1
1口
。
】
】
ミ
ロ
~
1
0
5
白マ
l
!
と
稽
し
、
明
ン
カ
シ
・
ス
テ
フ
ェ
シ
ズ
ポ
「
ア
メ
ロ
ノ
カ
の
事
質
上
の
支
配
者
は
ジ
ェ
1
・
ピ
!
・
モ
ル
ガ
シ
で
あ
る
」
と
明
破
し
た
よ
う
に
、
ナ
レ
γ
ば
日
本
の
事
震
ム
の
支
配
者
ば
財
閥
l
金
融
資
本
宗
で
φ
る
こ
十
{
↑
と
と
の
一
語
に
よ
づ
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
。
一一} 
一
a司
市
し
は
乙
の
慰
問
帝
関
は
紳
将
戦
前
に
ゐ
い
て
刊
こ
の
よ
う
泣
経
済
構
遣
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
ア
レ
ン
の
一
式
う
と
と
ろ
を
間
い
て
み
よ
う
。
『
満
洲
事
密
か
ら
一
九
四
五
年
(
昭
和
二
O
年
ゾ
の
段
戦
に
至
る
ま
で
の
間
に
日
本
の
産
業
構
成
は
重
大
ゑ
鐘
草
を
遊
げ
た
。
軽
工
業
が
支
配
的
で
あ
円
十
℃
、
生
産
の
集
中
が
相
封
的
に
低
か
づ
た
日
本
は
こ
の
期
間
中
に
高
度
の
樫
神
的
集
中
と
統
制
の
下
に
置
か
れ
た
重
工
業
、
闘
に
韓
北
し
た
の
で
s
あ
る
。
白
木
の
噛
維
工
業
の
杢
エ
業
生
産
高
の
中
に
占
め
る
比
章
一
は
一
九
一
一
一
一
年
(
昭
和
六
年
)
に
山比四
O
%
で
あ
ワ
た
が
、
一
九
三
九
年
一
〈
昭
和
一
四
年
)
に
は
僅
か
ご
O
%
に
減
少
し
た
。
化
場
工
業
生
産
高
の
み
苧
も
一
九
回
二
年
(
昭
和
一
七
年
)
に
は
司
会
卒
業
生
産
高
の
ご
O
%
を
占
め
て
い
る
。
軍
需
産
去
の
損
充
ば
一
九
四
一
ニ
年
i
四
五
年
(
昭
和
一
八
i
二
O
年
)
の
間
に
そ
の
頂
鞘
ピ
遣
し
、
軍
需
生
産
も
こ
の
間
勝
一
倒
的
に
増
大
し
た
が
、
格
戦
時
に
比
重
工
業
の
比
重
は
恐
ら
く
杢
エ
業
生
産
高
の
五
円
分
の
四
以
上
を
占
め
一
」
い
討
す
J
の
と
想
わ
れ
る
。
(
原
註
一
)
』
(
原
著
六
一
i
ご
頁
〉
然
ら
ぽ
鞍
時
経
済
の
埼
塙
の
一
市
?
に
強
行
さ
れ
た
軍
需
生
産
の
蹟
充
と
産
業
構
成
の
高
度
化
医
長
大
の
役
割
を
回
目
し
た
も
の
一
段
誰
で
あ
っ
た
か
。
ぞ
れ
は
断
る
ま
で
も
た
く
財
閥
l
金
融
資
本
家
で
あ
り
死
。
新
し
く
横
充
さ
れ
た
軍
需
生
産
は
財
閥
特
に
所
謂
奮
財
閥
に
よ
づ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
1
1
勿
論
、
新
興
財
閥
の
こ
の
八
付
野
え
の
准
出
を
見
逃
す
詩
に
は
ゆ
か
友
い
が
。
ア
レ
シ
は
日
本
財
閥
の
も
つ
経
済
支
配
力
の
E
大
さ
か
L
女
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
『
ア
メ
リ
カ
の
モ
ル
ガ
ン
、
ロ
?
ク
フ
エ
ラ
l
、
J
ア
ュ
ポ
ン
ゐ
よ
び
メ
ロ
シ
各
家
の
勢
力
は
宜
大
で
あ
る
が
、
併
し
親
等
ポ
プ
メ
p
カ
の
舎
一
世
網
に
封
し
て
も
つ
相
針
的
支
配
カ
は
如
何
に
大
で
あ
る
と
は
い
え
、
日
本
の
一
三
井
、
一
一
一
菱
、
悼
文
、
安
田
の
四
九
財
閥
の
も
ワ
支
臨
カ
に
比
較
し
だ
ら
物
の
敷
で
は
た
い
の
で
あ
る
。
之
等
四
大
財
閥
は
太
平
洋
股
守
に
よ
る
莫
大
泣
職
時
利
得
を
得
る
以
前
に
お
い
で
さ
え
、
白
に
日
本
の
杢
株
式
舎
祉
資
本
の
六
O
%
を
支
配
し
て
い
た
。
竺
井
の
み
で
も
そ
の
こ
五
%
を
支
記
し
て
い
た
程
で
あ
る
。
吏
巳
回
大
財
閥
は
説
湾
、
川
崎
の
銀
行
者
一
本
家
と
共
に
銀
行
、
信
託
ゐ
よ
び
保
散
命
同
社
に
預
金
さ
れ
た
費
金
締
犠
の
五
七
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
2
ス
・
ア
レ
ジ
の
日
本
財
閥
滋
%
を
保
有
し
て
い
た
。
ま
た
一
二
井
、
一
一
一
菱
‘
住
友
の
一
一
一
大
財
閥
の
み
で
銅
お
上
び
石
茨
生
産
の
少
く
と
も
王
O
%
、
庫
入
杢
出
品
の
五
O
%
、
商
品
線
噸
教
の
一
五
O
%
、
外
間
貿
易
輸
相
額
の
一
三
二
%
を
支
回
し
、
一
二
大
財
間
の
中
、
一
コ
井
、
コ
一
菱
の
み
で
法
描
業
の
豆
O
%
以
上
、
制
関
紙
業
の
一
一
C
O
%
、
製
粉
能
力
の
七
O
%
、
製
糖
業
の
一
O
i
O
V
A
、
化
製
工
主
の
大
卒
を
支
配
し
、
一
一
要
一
は
航
密
機
ゐ
上
ぴ
板
硝
子
坐
庄
の
支
国
権
を
握
づ
て
い
た
。
知
之
、
之
等
の
大
財
関
口
銑
館
、
鏡
銅
》
よ
び
金
属
合
金
生
産
に
づ
い
て
政
府
と
そ
の
支
配
権
左
分
っ
て
い
た
。
(
原
註
ニ
)
』
(
原
著
六
二
頁
叫
す
以
上
の
如
く
太
平
洋
鞍
争
直
前
に
お
い
て
、
財
閣
は
日
本
経
済
の
キ
一
要
部
門
を
支
配
し
て
い
た
が
、
こ
の
支
盟
カ
は
太
平
洋
鞍
争
中
に
ど
の
よ
ろ
に
費
化
し
た
で
あ
ろ
ろ
か
。
ブ
レ
シ
は
謂
う
。
『
悲
し
も
財
闘
が
太
平
洋
鞍
争
直
前
ま
で
に
日
本
の
産
業
金
融
の
主
要
部
門
を
支
配
し
て
い
た
と
す
る
ゑ
ら
紅
、
職
争
の
末
期
ま
で
忙
殺
等
は
暁
時
中
に
大
規
模
に
瞭
克
さ
れ
た
日
本
経
済
全
般
の
無
敵
の
主
者
と
な
nJ
た
と
い
う
と
と
が
出
来
旬
。
。
閤
家
統
制
諸
政
策
の
授
け
を
薪
-D
て
財
閥
は
一
連
の
強
制
的
伝
合
併
に
よ
り
t
中
小
諸
一
一
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ス
・
ア
レ
ン
め
日
本
財
閥
灘
舎
粧
を
併
呑
し
た
。
弘
こ
D
過
程
は
調
占
費
本
主
義
一
拡
九
日
間
で
は
固
有
な
過
程
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
℃
は
、
そ
れ
が
苦
難
な
戦
争
の
強
直
下
に
、
旦
ヲ
ま
た
結
封
主
義
岡
家
の
指
導
の
下
に
、
急
速
た
歩
調
で
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
臨
明
争
ポ
蟻
烈
化
ず
い
Q
に円
J
れ
て
合
併
過
程
は
加
速
度
的
に
退
行
し
た
。
一
九
四
O
年
(
昭
和
一
五
年
)
に
は
合
併
ま
た
は
組
織
欝
吏
さ
れ
た
合
世
教
は
二
一
六
位
、
費
本
額
に
し
て
竺
六
億
固
で
あ
っ
た
長
喜
一
)
も
の
が
一
九
四
一
j
四一
一
年
(
昭
和
一
六
l
一
八
年
)
に
は
産
業
合
駐
の
令
併
は
主
と
し
て
機
維
、
化
革
、
機
械
機
田
両
部
門
に
瓦
一
A
J
て
一
、
一
ニ
五
四
一
粧
に
お
よ
び
、
そ
の
費
木
z
額
は
一
九
O
億
園
を
超
え
て
い
る
。
四
五
年
(
昭
和
一
允
!
一
一
O
年
)
に
ゐ
け
る
軍
需
産
業
動
員
の
最
一
九
四
四
i
後
の
局
商
に
お
い
て
合
併
遁
程
が
頂
賠
に
建
L
た
こ
と
は
疑
う
儀
地
が
な
い
。
同
様
の
合
併
過
程
は
金
融
界
に
も
見
ら
れ
る
。
一
九
四
一
年
(
昭
和
一
六
年
)
ま
で
に
日
本
の
保
険
契
約
轍
舗
の
殆
ん
ど
七
O
V
A
は
，
豆
大
保
険
舎
粧
の
占
め
る
と
と
ろ
で
あ
り
た
。
貯
蓄
銀
行
敷
は
一
九
四
一
年
(
昭
和
ご
ハ
年
)
の
年
央
に
は
七
一
一
行
で
あ
ρた
が
、
一
一
回
一
九
四
四
年
(
昭
和
一
九
年
)
に
除
二
九
行
に
減
少
し
て
い
る
。
信
託
舎
一
世
も
ま
た
相
槽
ぐ
合
同
の
結
果
僅
か
七
位
に
減
じ
、
ぞ
の
'P
の
査
一
位
は
大
財
閥
の
直
系
曾
世
で
あ
っ
た
，
。
更
に
一
暦
印
象
的
た
の
は
大
商
業
銀
行
J
l
i
こ
の
中
に
は
日
本
最
大
の
諸
国
語
銀
行
一
一
一
行
部
含
ま
れ
て
い
る
!
!
の
合
同
で
あ
り
d
、
と
の
結
果
帝
・
圏
(
三
一
安
問
、
一
一
一
菱
、
]
一
一
和
、
性
友
の
豆
大
銀
符
は
一
九
四
四
年
井〉、(
昭
和
一
-
九
年
)
の
年
央
に
お
い
て
杢
閤
普
通
銀
行
預
金
総
額
。
七
O
N、
割
引
貸
付
糟
槙
の
七
八
%
、
詮
器
投
資
穂
額
の
六
一
%
を
支
配
す
る
日
仏
到
ワ
売
。
と
の
問
、
普
通
銀
行
締
教
は
二
四
五
行
か
ら
八
八
行
に
減
少
し
て
い
る
。
貧
註
尽
戦
争
の
終
末
が
近
づ
く
一
九
四
五
年
(
昭
和
一
一
O
年
)
に
つ
れ
て
合
同
は
更
に
進
展
し
た
U
一
一
一
月
、
九
大
貯
蓄
銀
行
は
唱
の
一
行
(
筆
者
詰
!
日
本
貯
者
銀
行
〉
に
統
合
さ
れ
、
そ
の
一
預
金
椋
額
は
ハ
五
億
園
に
上
っ
て
い
る
@
(
原
註
宜
)
在
東
京
の
連
合
軍
最
高
司
令
部
の
費
表
に
よ
る
と
四
大
財
問
は
格
戦
時
に
ム
砕
い
て
一
二
O
億
園
の
一
蓮
轄
資
本
を
も
ち
、
一、
。
憶
固
に
上
る
銀
行
預
金
必
銀
行
資
産
乞
支
配
し
、
一
一
一
二
O
祉
を
教
え
予
産
業
合
粧
を
直
接
支
配
し
、
そ
の
他
に
多
数
の
舎
世
を
間
接
に
支
配
し
て
い
た
。
之
隼
四
大
財
閥
の
持
株
ば
戦
前
mu
一
割
米
矯
議
相
場
で
輯
算
す
る
と
約
コ
一
O
O憶
弗
に
友
る
が
孟
章
。
、
と
れ
は
鞍
前
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
大
産
設
合
枇
二
O
O粧
が
保
有
せ
る
海
岸
地
州
額
の
殆
ん
ど
牟
舟
に
等
し
い
金
額
T
あ
る
。
一
三
井
の
み
で
も
一
七
コ
一
世
に
直
接
校
資
在
行
づ
て
た
り
〆
、
市
か
も
之
等
一
ニ
井
の
直
接
鞍
費
舎
一
世
の
犬
部
分
は
そ
の
下
に
各
k
綻
層
A
M
F
世
を
も
ち
、
ぞ
の
申
ど
は
一
世
で
一
八
宜
一
世
の
僻
，
麗
合
一
駐
在
支
聞
し
て
い
た
も
の
も
あ
お
。
親
ム
官
同
社
た
る
一
一
正
汁
京
社
た
ら
び
に
そ
の
直
系
子
令
祉
一
二
一
一
世
れ
掛
込
費
本
組
額
は
七
O
憶
闘
を
超
え
、
ぞ
の
業
種
段
鎖
山
、
化
阜
、
宰
一
一
説
、
織
維
、
人
遺
構
維
、
機
械
器
具
、
製
杭
議
舶
、
謹
轍
突
遁
、
会
接
事
業
、
金
属
、
林
業
、
農
業
‘
操
業
、
商
業
島
工
ぴ
銀
行
業
と
殆
ん
ぎ
杢
産
業
部
門
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
@
(賀市
U
J
』
(
原
著
六
ご
|
六
四
頁
)
以
上
の
よ
う
に
今
女
鞍
宰
市
日
本
財
閥
は
日
木
経
湾
全
般
の
支
配
者
た
る
の
地
什
一
正
確
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
内
い
か
か
ろ
財
問
の
地
位
は
h
ど
の
よ
う
佐
遁
程
を
経
て
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
一
九
う
か
。
そ
れ
が
決
に
問
題
と
ゑ
る
。
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
エ
ス
・
ア
レ
ン
の
日
本
財
閥
親
(
間
同
誌
一
)
斗
-
k
p
・回目
g
o
p
に〉吋
3
S
J
号
、
号
、
川
町
、
昔
、
さ
J
Z
Oヰ
ペO
H
r
汽
同
HM
門町一円一口国
2
0口
氏
∞
⑦
2
1
R
V
S
H・
山
田
H
V
H白
胆
仲
山
宮
ぢ
C
同
勺
骨
円
山
崎
山
由
抑
止
丘
町
O
ロ
ピ
同
唱
串
M
W
同
u
・
M
2
・
(間同誌一一〉
HNDゲ
0
3
k
r・
回
同
mH
《
同
出
句
史
っ
と
s
h
h
h
ミ
b
h
M
弓
町
、
語
気
、一き句、
3
2
0耳鳴
J
同
C
H・
-r3hお
w
M
U
勺
-
S
1
3
ハ
間
開
設
一
ニ
)
九
戸
田
舎
。
耳
、
H
N
2
y
b
N
P書
誌
Q
3
'
F
N
5
N
U
回9
M
W
H
6
3
同唄品目別
W
M
Y
∞・
(
阪
註
悶
)
回
目
国
ω
c
p
-
H
u
-
n伊
丹
-
w
同
6
・H
M
∞l-s・
(
四
四
時
抗
主
)
(
回
開
註
六
)
(
原
誌
七
)
HN骨片
Y
J
C
同y
n
z
一-w
M
M
・∞申・
↓r
o
z。
卓
a
J
内
耳
目
内
寸
戸
2
0
r
z
oア
JP3ha-
d
白
山
件
。
弘
司
HOω
♂
斗
C
]
Q
9
2。
4
・A
r
H
司会・
財
閥
帝
闘
の
成
立
遁
程
(三〉
ア
レ
Y
ほ
と
か
問
題
の
解
明
左
日
本
費
本
主
義
の
性
格
の
歴
史
的
待
析
の
上
に
果
そ
う
と
す
る
。
そ
し
て
之
は
E
し
い
+
刀
法
で
あ
る
。
白
木
資
本
主
義
の
・
性
格
は
そ
の
ま
ま
日
本
財
閥
の
性
格
営
形
遣
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
p
、
H
木
資
本
空
義
の
性
格
杷
撞
は
そ
の
成
立
と
費
展
の
史
的
過
程
を
升
析
す
る
乙
と
た
く
し
て
は
木
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
ヨ王
ゾ
エ
イ
ム
ズ
・
エ
ス
・
ア
レ
ン
の
日
本
対
肉
親
『
他
の
如
何
な
る
近
代
園
家
に
も
増
し
て
日
本
間
家
を
特
徴
づ
け
ろ
も
の
は
ぞ
の
支
阻
階
級
の
構
成
要
素
の
す
べ
℃
が
極
め
て
緊
密
に
縫
合
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
寡
頭
政
治
は
そ
の
近
代
史
上
に
・
沿
い
て
、
明
情
維
新
〈
一
八
六
八
!
八
九
年
〉
に
た
あ
て
さ
え
も
、
持
叉
一
九
二
0
年
代
の
所
謂
議
会
政
治
の
杢
盛
時
代
に
お
い
℃
も
、
民
主
主
襲
勢
力
の
障
問
に
よ
っ
て
大
き
吹
蜘
皮
革
佐
曲
家
。
売
と
と
は
嘗
っ
て
一
度
も
史
か
づ
か
凡
。
換
(
啓
一
目
す
れ
ぽ
H
本
は
民
主
主
義
革
命
を
経
験
し
た
か
っ
陀
。
イ
I
・ハ
I
パ
I
ト
・
ノ
1
マ
シ
が
そ
の
著
書
「
日
本
に
あ
け
る
近
代
間
家
の
成
立
」
の
中
で
詩
べ
て
い
旬
。
土
う
に
、
口
同
木
の
近
代
岡
家
は
封
建
武
士
階
級
と
商
人
ゐ
土
び
高
利
貸
資
本
家
と
の
一
連
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
(
原
専
八
)
現
在
の
一
穴
皇
制
闘
煮
は
明
治
維
新
に
擁
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
閤
環
的
統
一
伏
後
の
銀
行
事
一
本
案
の
卵
と
徳
川
幕
府
の
中
央
集
粧
的
封
建
権
力
に
反
針
L
て
立
っ
た
封
建
勢
力
の
一
翼
に
よ
っ
て
上
か
ら
興
え
ら
れ
穴
も
の
で
あ
る
。
天
皇
制
度
は
糠
等
が
結
密
主
義
的
国
境
統
一
主
間
お
究
め
の
足
場
と
し
て
投
立
、
も
に
せ
ぶ
た
め
に
、
綻
東
比
較
的
木
担
の
地
牲
に
b
づ
た
息
詰
を
奉
六
b
J
上
げ
て
遺
D
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
プ
口
シ
ヤ
憲
法
に
則
し
て
制
出
足
さ
れ
た
一
八
八
九
年
(
明
治
二
二
年
)
の
日
本
憲
法
ば
天
皇
か
ら
日
本
臣
民
え
の
贈
物
と
し
て
輿
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
寡
頭
政
治
の
あ
ら
ゆ
る
特
樫
主
巌
重
ば
擁
護
し
、
軍
部
の
特
権
的
地
位
を
確
保
し
、
議
舎
政
治
に
極
端
汝
制
約
を
附
し
て
い
る
。
背
姓
一
臨
段
、
治
よ
び
疎
qr」
離
れ
た
武
士
階
級
と
都
市
の
中
産
庶
民
階
級
の
騒
援
は
徳
川
封
建
制
度
を
弱
め
る
に
興
ヲ
て
カ
は
あ
七
た
が
、
併
し
明
治
維
新
は
求
質
的
に
ほ
官
僚
的
「
革
命
」
で
あ
り
℃
、
そ
れ
は
警
東
の
極
め
て
苛
酷
ゑ
封
建
的
束
縛
の
若
干
の
も
の
を
除
き
は
し
た
が
、
結
新
政
府
配
構
成
す
る
訴
権
力
の
内
部
陀
ば
従
来
の
封
建
支
間
階
級
が
残
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
地
主
治
よ
び
貴
挟
と
商
人
治
上
び
高
利
貸
資
本
家
と
の
題
合
に
上
り
て
出
来
上
っ
た
巨
木
薗
・
譲
位
そ
の
ま
ま
の
原
型
を
日
本
費
木
、
主
義
の
殻
展
の
会
期
間
を
題
じ
て
維
持
し
た
。
詑
代
的
産
業
機
構
は
キ
封
建
的
農
業
組
織
を
基
盤
と
し
て
、
旦
ワ
法
外
に
高
い
地
租
L
心
高
卒
地
代
ゐ
よ
び
高
利
貸
費
本
の
利
子
を
遁
じ
て
、
主
と
し
て
農
民
の
負
携
に
沿
い
て
釘
ち
樹
℃
ら
れ
た
の
で
あ
名
。
日
本
の
費
本
主
義
産
業
段
、
そ
の
護
畏
の
過
程
に
恥
い
て
、
民
主
主
義
的
自
由
左
作
目
J
た
自
由
放
任
mu
荒
木
LP
義
時
代
も
経
験
也
守
、
持
叉
地
主
や
高
利
貸
費
求
衆
1
1
伎
等
は
封
建
的
時
間
制
の
打
破
と
近
代
同
家
糖
カ
の
維
持
の
た
め
の
闘
争
左
強
制
と
感
じ
て
い
た
l
ー
か
ら
制
づ
き
り
と
階
級
的
に
匿
別
出
来
る
産
業
資
本
家
の
費
生
を
も
見
K
な
か
づ
介
。
大
工
業
特
に
兵
器
工
業
民
最
初
か
ら
同
家
精
占
師
ち
天
皇
制
閤
出
水
ぞ
通
じ
て
と
の
一
利
害
友
一
つ
に
す
る
銀
行
資
本
索
、
大
地
主
治
上
ぴ
質
問
官
僚
の
潤
占
事
業
で
あ
っ
た
。
明
治
初
期
の
主
主
化
ば
軍
事
的
必
要
と
ブ
タ
ア
る
お
よ
び
日
木
ピ
進
出
し
た
先
進
資
本
主
義
諸
問
の
益
々
増
大
す
ろ
帝
間
生
法
的
底
力
に
艶
す
二
防
禦
と
、
一
史
ピ
は
ま
た
未
だ
動
揺
左
つ
づ
け
ろ
封
建
館
、
弔
お
よ
び
新
政
府
に
反
抗
ナ
お
封
建
的
諸
要
素
の
鎮
座
の
た
め
に
始
め
ら
れ
六
の
で
あ
3
0
ご
の
よ
う
に
し
て
積
達
し
た
斡
略
的
産
業
の
多
く
は
そ
の
後
財
闘
に
蹄
下
げ
ら
れ
r。
こ
れ
山
い
そ
の
後
の
諸
止
の
願
倍
の
時
期
弘
村
上
、
か
紡
民
地
の
開
議
の
場
合
に
常
に
踏
襲
さ
れ
な
臼
木
的
方
式
で
あ
ら
。
日
本
の
近
代
間
家
は
そ
の
成
六
円
子
初
か
ら
極
め
て
強
く
預
土
横
山
v
d
ゾ
ェ
イ
ム
ズ
・
品
ス
・
ア
レ
ン
の
日
本
財
閥
観
張
の
意
愁
左
そ
れ
自
身
の
中
に
内
包
し
て
い
た
。
日
本
の
間
内
市
場
山
極
度
に
掛
臨
で
あ
っ
た
た
め
で
一
あ
る
。
明
治
の
初
期
に
確
立
さ
れ
た
法
外
な
金
納
地
租
は
閣
家
の
軍
備
計
章
治
よ
ぴ
工
業
化
に
必
要
佐
財
政
資
金
を
賄
う
べ
く
徴
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
よ
っ
て
間
作
農
民
ば
急
速
に
そ
の
土
地
を
失
っ
て
行
っ
た
。
零
細
反
土
地
左
耕
作
し
、
高
率
地
代
、
高
率
地
租
中
よ
び
高
率
な
高
利
貸
資
本
の
利
子
を
負
わ
さ
れ
た
同
作
農
階
級
は
閣
も
泣
く
大
地
主
制
度
の
犠
牲
者
と
注
目
J
た
。
そ
の
結
果
、
小
作
制
度
特
に
牟
封
建
的
形
態
の
小
作
農
が
由
関
節
に
族
生
し
た
。
:
:
:
乙
の
質
問
に
打
-
ψ
h
ノ
一
挫
が
れ
、
土
地
に
飢
え
、
重
い
債
務
左
負
り
た
農
民
が
勢
働
階
紋
の
諌
備
軍
と
な
づ
た
の
で
あ
る
。
地
方
農
村
に
見
ら
れ
た
貧
困
ぽ
都
市
ヱ
場
地
帯
に
‘
沿
い
て
は
極
度
の
低
賃
銀
と
い
う
型
で
再
現
し
た
。
間
内
市
場
の
疲
弊
左
も
た
ら
し
売
之
等
の
謀
本
的
危
諾
僚
件
ば
工
業
化
の
を
期
間
佐
一
週
じ
て
殆
ん
主
総
一
化
が
な
か
ワ
た
。
』
(
原
署
六
五
!
六
七
頁
)
か
か
る
岡
市
川
市
場
の
紋
臨
性
に
加
え
て
、
日
本
の
凶
内
に
は
近
代
産
業
に
必
要
注
原
料
費
源
が
紋
除
し
て
い
た
。
日
本
の
露
頭
文
一一一一七
ヲ
ェ
イ
ム
ズ
亀
品
ス
・
ア
レ
ン
の
悶
本
対
関
滋
配
者
は
ア
ジ
ア
、
特
に
両
側
，
朝
鮮
、
北
交
に
存
在
す
忍
費
源
の
確
保
に
乗
り
出
し
た
。
而
か
も
そ
の
時
期
に
は
既
に
他
の
帝
圏
主
義
的
脅
列
強
が
世
界
の
植
民
地
の
大
割
分
の
升
割
主
格
づ
℃
治
h
y
日
本
が
ア
ジ
ア
に
排
他
的
た
植
民
地
勢
力
闘
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
之
等
約
一
誇
列
強
!
!
牧
隼
自
身
日
本
に
艶
L
て
門
戸
開
放
を
求
め
た
と
と
ろ
の
一
l
!
と
の
札
機
ば
畳
悟
の
前
で
あ
っ
た
。
植
民
地
の
獲
得
に
は
強
大
た
武
力
を
必
要
と
す
お
。
誌
に
日
本
の
寡
頭
政
治
に
治
け
る
甲
車
問
勢
力
の
槙
島
は
必
至
で
あ
づ
た
。
ブ
レ
ン
ば
日
本
の
寡
頭
政
治
り
一
構
成
要
素
と
し
て
の
軍
閥
の
地
位
を
決
の
も
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
『
;
:
:
か
く
し
て
同
本
軍
閥
!
!
被
等
の
多
く
は
奮
到
建
世
舎
の
倖
統
的
武
士
階
級
の
出
身
で
あ
ワ
た
1
ー
は
日
本
の
ゆ
弾
頭
支
配
政
治
の
必
要
不
可
棋
の
構
成
要
素
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
軍
関
ば
最
初
か
ら
、
そ
の
諸
政
策
が
他
の
諸
階
級
に
よ
ワ
て
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
悶
家
の
公
僕
と
し
て
奉
仕
ず
い
や
と
と
ゑ
く
、
寡
頭
政
治
の
抱
の
構
政
要
素
の
同
盟
者
ま
た
ば
共
同
出
費
者
と
し
て
の
役
ノ
割
を
果
た
し
、
ぞ
乙
に
ま
任
、
彼
等
は
賞
候
、
地
主
、
或
い
松
野
一
一
八
本
家
と
の
共
通
の
利
害
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
日
本
め
韻
土
横
張
意
慾
は
、
絹
占
資
本
主
義
率
一
面
の
的
護
展
1
1
L
そ
れ
は
そ
れ
自
身
の
中
に
領
土
撮
張
え
の
意
慾
左
内
包
し
℃
い
3
1
1
i以
前
に
沿
い
て
師
に
、
日
本
の
一
位
台
棒
浩
沿
よ
び
天
皇
制
園
家
そ
の
も
の
り
泣
か
に
深
く
根
差
し
て
い
た
の
で
あ
一
八
九
四
年
(
明
治
二
七
年
〉
の
日
清
鞍
品
ず
な
よ
び
一
九
O
主
年
(
明
治
三
入
年
)
の
日
露
戦
争
に
け
る
勝
利
は
日
一
本
の
侵
略
、
主
義
的
諸
勢
力
を
窓
k
鼓
舞
す
忍
結
果
と
注
目
J
K。
乙
の
南
戟
等
め
結
果
、
日
本
は
極
東
に
そ
の
最
初
の
重
要
注
勢
力
闘
を
確
立
し
旬。資
重
注
原
料
資
源
の
支
配
樺
在
確
保
し
、
こ
れ
に
よ
ワ
て
陸
海
軍
施
設
の
揖
張
と
同
時
に
関
内
産
業
の
噴
去
を
達
成
し
得
た
の
で
あ
旬
。
。
銘
一
女
世
界
大
戦
に
よ
れ
J
て
も
西
欧
諸
列
強
が
極
東
か
ら
後
悲
し
売
好
機
を
利
用
し
て
、
甘
木
は
太
平
洋
諸
拍
域
に
そ
の
勢
カ
左
横
大
し
、
支
那
本
土
に
一
一
段
深
く
浸
透
し
た
e
』
(
原
署
六
七
頁
)
第
一
次
世
界
大
職
中
お
よ
び
鞍
後
の
日
本
の
図
内
経
済
の
護
展
段
極
め
て
著
し
い
も
の
が
あ
ワ
売
。
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
日
本
財
問
が
金
融
資
本
と
し
て
自
ら
の
地
位
主
確
立
し
た
時
期
で
も
あ
ワ
?と
/ 
『
一
九
一
一
一
一
年
(
大
E
二
年
)
か
ら
一
九
二
九
年
(
昭
和
四
年
)
の
開
に
、
R
本
の
工
業
生
産
は
、
マ
メ
H
J
カ
の
そ
れ
が
七
O
%
増
一
九
七
%
ま
で
増
大
し
た
。
日
本
の
生
産
大
し
た
の
に
比
し
て
、
高
ぞ
の
も
の
ほ
他
闘
の
生
産
に
比
す
れ
ば
未
だ
僅
少
で
あ
っ
臨
ん
と
ほ
い
え
、
と
の
日
本
の
玉
来
的
建
展
は
日
本
財
閥
の
勢
力
を
著
し
一
九
O
九
年
(
明
治
四
二
年
)
か
ら
一
九
二
七
〈
増
大
さ
せ
た
。
年
(
昭
和
二
年
)
ま
で
に
五
O
O
万
回
以
上
の
資
末
を
有
ず
る
大
合
駐
の
敢
ば
三
一
八
世
か
ら
六
八
七
社
に
増
加
し
、
と
れ
ら
の
曾
祉
の
資
本
額
総
計
は
四
・
九
五
位
固
か
ら
八
O
憶
回
以
上
に
増
大
し
、
資
本
棋
額
に
封
し
て
占
め
る
犬
舎
一
世
の
費
本
の
割
合
は
=
一
六
・
二
%
か
ら
六
四
・
二
%
に
増
加
し
た
。
(
原
註
九
〉
か
t
A
る
工
業
的
殻
展
は
間
本
の
寡
頭
支
町
政
治
の
内
部
に
お
け
る
財
閥
の
相
罰
的
比
重
を
増
大
さ
せ
、
殺
等
乞
し
℃
日
本
岡
家
の
支
配
擢
を
握
る
他
の
諸
k
の
構
成
要
素
の
中
心
的
的
地
位
に
据
え
る
乙
と
に
た
ヲ
売
。
世
界
都
肘
済
恐
慌
の
前
夜
乃
至
は
満
洲
に
罰
す
る
新
し
い
侵
略
戦
争
i
!
と
れ
は
や
が
て
日
本
左
大
崎
争
に
導
く
こ
と
に
去
っ
た
が
1
1
ジ
エ
イ
ム
ズ
-
z
ス
・
ア
レ
ン
の
日
本
財
関
甑
の
前
夜
に
は
、
日
本
財
閥
ば
既
に
日
本
の
寡
頭
政
治
の
内
部
に
お
け
る
最
も
強
力
校
構
成
要
素
と
ゑ
づ
て
い
た
の
で
あ
る
。
』
(
原
著
六
七
l
六
八
¥
良
)
併
し
こ
れ
と
並
ん
で
日
本
軍
関
の
勢
カ
の
増
大
守
一
見
逃
し
て
は
汝
ら
ゑ
い
。
昭
和
一
一
年
の
金
融
恐
慌
に
弐
ぐ
昭
和
国
年
の
世
界
恐
慌
は
日
本
経
済
を
不
況
の
さ
ん
底
に
陥
れ
、
地
方
農
村
の
疲
弊
と
都
市
に
治
け
お
失
業
者
の
増
大
に
基
〈
吐
舎
不
安
は
軍
問
主
義
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
カ
増
大
の
結
好
の
溢
広
と
訟
づ
た
。
間
洲
事
務
を
契
機
と
し
て
、
軍
部
の
圏
内
政
治
に
封
ず
る
麿
一
カ
が
漸
く
高
ま
る
と
共
に
、
反
財
閥
の
一
世
舎
一
思
潮
が
大
き
く
波
打
ち
、
フ
ァ
シ
ス
ト
治
よ
び
軍
の
少
世
幹
部
に
よ
る
一
ア
ロ
行
矯
沢
横
行
し
六
。
財
閥
が
慌
接
的
危
轄
向
政
策
を
採
用
し
た
の
ほ
特
に
こ
の
時
期
で
あ
る
。
ア
レ
ン
は
と
の
営
時
に
治
け
与
軍
閥
と
財
閥
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
趨
確
簡
明
に
表
現
し
て
い
お
。
『
日
本
の
軍
事
化
が
進
む
に
づ
れ
て
、
軍
閥
も
ま
た
著
し
く
そ
の
勢
力
在
蹟
大
し
た
。
陸
海
軍
将
官
の
多
く
は
個
人
的
に
は
大
財
閥
と
提
携
し
て
い
た
が
l
i
一
九
回
二
年
の
毎
日
年
鑑
に
よ
れ
ば
、
一
三
九
ゾ
エ
イ
ム
ズ
・
品
ス
・
ア
レ
ン
の
日
本
財
閥
薮
一
一
一
井
は
一
一
一
一
名
、
一
一
一
菱
は
一
一
名
、
住
友
ば
八
名
の
泊
四
校
陸
海
軍
持
管
左
雇
傭
し
て
い
た
1
1
1
併
し
軍
の
少
世
幹
部
ピ
は
中
産
階
級
治
上
ぴ
中
小
地
主
出
身
の
多
く
の
訴
し
い
要
素
が
泊
代
透
し
て
い
た
。
乙
れ
ら
の
軍
少
社
幹
部
は
民
間
の
英
然
た
ぷ
反
財
間
熱
を
反
映
し
て
一
九
三
0
年
代
医
鏡
生
し
た
侵
略
主
義
的
フ
ァ
シ
ス
ト
圏
開
?
と
連
携
し
、
軍
上
居
訴
の
遁
激
波
の
た
め
に
軍
郁
内
に
新
し
い
勢
カ
の
悲
較
を
提
供
し
た
。
こ
れ
が
形
を
と
っ
て
裏
目
に
現
わ
れ
た
の
は
夙
に
一
九
一
一
一
一
年
へ
昭
和
六
年
)
の
満
洲
「
事
琵
」
に
あ
い
℃
で
あ
づ
て
、
満
洲
事
麗
は
上
層
部
の
描
激
誠
以
外
の
者
が
と
の
冒
険
に
飴
p
意
が
謹
ん
で
い
な
い
ろ
ち
に
、
現
地
の
出
先
軍
人
に
よ
っ
て
悲
き
起
さ
れ
て
L
ま
っ
た
の
で
あ
お
。
軍
部
過
説
況
に
よ
弓
最
大
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
っ
た
一
九
三
六
年
(
昭
和
一
一
年
)
ご
月
の
百
ー
除
蜂
起
一
二
一
二
一
六
事
仲
)
が
失
致
し
た
後
‘
野
干
の
描
激
摂
関
を
粛
E
し
格
づ
た
軍
上
層
部
と
、
野
山
史
的
段
領
土
損
張
の
好
期
は
今
を
措
い
て
た
い
と
感
じ
て
い
た
大
財
閥
と
の
間
に
新
し
い
和
解
が
成
立
し
た
。
と
の
軍
同
と
財
閥
と
の
所
し
い
勢
力
均
街
と
そ
が
一
九
三
七
年
(
昭
和
二
一
年
)
七
月
に
野
交
戦
争
を
開
一
回
O
始
さ
せ
る
槙
粁
と
た
づ
た
の
で
あ
旬
。
。
宣
言
。
戸
(
原
署
六
六
頁
)
ロ
支
事
務
乞
契
機
と
し
て
従
来
の
縛
向
政
策
に
格
止
符
右
打
つ
た
白
木
財
問
は
軍
部
に
積
極
的
に
的
助
力
し
つ
つ
鞍
宰
経
済
の
一
貫
質
的
捲
賞
者
と
訟
D
、
清
k
と
そ
の
経
済
的
支
酎
カ
そ
撹
大
七
、
太
平
洋
鞍
争
直
前
に
は
既
に
見
た
よ
う
ピ
『
日
本
の
産
業
金
融
の
主
要
郁
門
を
支
配
』
ナ
お
に
室
っ
て
い
た
。
然
ら
日
太
平
洋
戦
争
中
に
お
い
て
は
如
何
た
る
一
過
程
を
経
一
」
日
ー
本
財
閥
は
『
日
本
経
済
全
般
の
無
敵
心
主
者
』
と
な
っ
た
の
な
あ
ろ
う
か
。
と
れ
が
ア
レ
シ
の
十
択
に
採
り
上
げ
る
問
題
で
あ
与
。
ハ
際
註
八
)
岡
山
・
出
。
同
官
三
Z
D耳
目
白
同
H
W
'
P
E
S
J
L
叫
語
、
、
忠
君
、
号
Q
人
く
に
奇
百
年
延
手
一
旬
。
】
山
神
山
口
凶
日
間
口
門
戸
開
n
oロ
G
E
x
p
o
g
o
H
M
H
ω
え
任
。
回
向
。
日
」
印
刷
JEO仏
W
2
0司
J
同
2
F
3
4
0・
(
同
開
設
九
〉
悶
・
〈
常
的
曲
目
出
品
F
-
Z
O
R
E
g一回M
H
H
w
h
s
h
uミ
Q
守、
、・h
-
N
S
Sぷ
K
1
詰
ミ
ミ
ミ
己
主
zod司凶
「
2
F
ハ
C
D仏
骨
神
E
V
M
M
・
ω
O喧
一
田
口
仏
国
門
MH仏
U
1
u
号
。
.
口
即
時
J
H
Y
唱
M
-
〔
原
註
一
O
)
m
w
o
o
h
r・
寸
・
自
由
g
g
・、
Aqg
舎
内
部
凡
E
b正
Z
0
4
4
J
E
H
Y
3
M
∞・
(
四
)
財
閥
の
制
覇
プ
レ
シ
は
臼
木
の
滴
占
資
本
家
遣
が
太
平
洋
鞍
争
中
に
日
本
の
圏
内
経
済
全
般
の
完
全
汝
る
支
配
躍
注
確
立
し
た
描
程
を
主
と
し
て一ア
f
i
・
ヱ
イ
・
ピ
ッ
ヅ
シ
の
署
盛
田
つ
日
本
の
一
戦
争
経
済
」
1
1
寸
-
k
r
・恩師∞。
p
'
U音
、
、
ぷ
司
、
ミ
h
，h
も
さ
さ
3
Z向者
J
『
2
F
Sム
-
M
!
ー
ー
を
参
照
し
つ
つ
詳
細
に
論
じ
て
い
兵
」
O
以
下
少
し
く
長
文
に
亙
る
が
、
こ
の
一
簡
は
ア
レ
シ
白
日
本
財
間
観
左
知
る
上
に
極
め
て
重
要
注
箇
所
で
あ
旬
。
と
共
に
、
ま
た
問
視
清
に
と
づ
て
も
非
常
に
興
味
深
い
視
察
が
行
わ
れ
て
い
る
庭
ゼ
あ
る
か
ら
、
原
著
者
の
述
べ
る
と
こ
ろ
一
J
を
そ
の
r
ま
ま
誌
に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
『
太
平
洋
戦
争
は
日
木
経
済
に
腎
し
て
重
工
業
部
門
の
愈
遮
ゑ
瞭
充
を
要
請
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
白
木
終
消
に
釘
ナ
る
園
家
の
強
力
た
干
渉
政
策
を
要
請
す
る
と
と
た
つ
穴
。
同
様
の
問
題
は
ブ
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
に
た
い
て
も
生
じ
、
冗
が
、
之
等
の
図
々
に
お
い
て
は
、
こ
り
問
題
は
国
家
統
制
機
構
の
重
要
ポ
ス
ト
を
主
要
以
濁
占
資
本
関
係
者
に
引
渡
し
、
高
卒
の
企
業
利
潤
笠
保
詮
し
て
戦
争
努
カ
に
封
ず
る
彼
等
O
支
援
ぞ
求
め
、
生
産
力
撰
充
資
金
を
政
府
が
融
資
し
、
且
ヲ
戦
争
格
結
後
の
企
議
利
潤
ι
ま
で
も
政
府
が
保
グ
品
イ
ム
ズ
・
エ
ス
・
ア
レ
ン
の
日
本
財
関
親
詮
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
日
本
に
語
い
て
い
円
園
出
掛
統
制
を
ぎ
の
よ
ろ
た
形
で
謹
用
ず
る
か
、
ま
た
誰
が
統
制
の
簡
に
営
る
か
に
つ
い
て
財
閥
と
軍
部
Lr-
の
間
に
激
烈
汝
論
鞍
が
惹
き
起
さ
れ
究
。
こ
の
簡
略
比
一
九
四
O
年
(
昭
和
一
豆
年
)
の
た
か
ぽ
か
ら
始
ま
ヲ
て
一
九
四
一
二
年
れ
昭
和
一
八
年
)
一
O
月
、
即
ち
鞍
局
が
不
利
に
蒔
じ
ιた
た
め
(
軍
部
の
護
官
カ
が
減
じ
)
財
閥
が
完
全
、
な
る
自
主
的
統
制
政
策
の
確
立
に
成
功
し
た
・
時
ま
で
結
い
た
の
で
あ
る
。
「
経
済
新
糟
制
」
運
動
は
太
平
洋
戦
争
準
備
の
一
環
と
し
て
九
四
O
年
〈
昭
和
一
宜
年
)
に
始
ま
づ
た
。
外
交
的
た
ら
び
に
軍
事
的
準
備
と
共
に
「
草
新
」
政
治
暗
制
が
施
か
れ
、
そ
の
下
に
ゐ
い
て
努
働
組
合
の
解
散
と
一
国
一
需
主
義
の
原
則
が
確
立
さ
れ
7ど
(
筆
滑
註
!
紅
衛
文
麿
が
植
松
院
議
長
を
静
任
し
て
新
睦
制
運
動
に
乗
り
出
し
た
の
は
日
和
一
五
年
六
月
三
同
日
で
あ
り
、
七
万
一
一
一
一
日
に
は
第
ご
次
旺
一
衛
内
闘
が
成
立
し
た
。
之
と
前
設
し
て
蹴
友
食
、
国
民
同
盟
円
民
政
紫
、
批
曾
大
衆
紫
等
の
警
政
黛
は
相
槌
い
で
解
禁
し
、
一一O
一凡
日
に
至
っ
て
大
政
翼
賛
府
闘
が
結
成
さ
れ
た
。
け
労
働
組
合
の
解
散
は
昭
和
四
ゾ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ス
・
ア
νν
の
日
本
財
肉
親
一
二
年
七
同
月
末
麗
業
報
圏
聯
盟
創
立
以
降
次
々
に
行
わ
れ
、
一
四
年
一
O
月
に
は
自
主
的
努
働
運
動
は
全
〈
不
可
能
と
な
り
、
一
五
年
末
ま
で
に
は
日
木
の
努
働
組
合
は
す
べ
て
解
散
さ
れ
て
、
教
に
努
働
運
動
は
完
全
に
抑
盤
き
れ
て
終
っ
た
。
)
己
真
珠
湾
攻
撃
以
前
に
解
決
さ
れ
ね
ば
ゑ
ら
汝
か
っ
た
大
問
題
は
念
速
に
横
充
の
遁
程
に
あ
づ
か
ん
鞍
争
経
済
の
支
配
標
ι
ど
め
ぐ
っ
て
財
閥
と
軍
部
の
相
軒
的
地
位
を
確
立
す
る
と
と
で
あ
ヲ
た
。
関
東
軍
の
少
数
の
過
激
択
を
除
け
ば
、
日
本
陸
軍
の
上
層
部
の
意
見
は
中
語
的
で
あ
っ
て
、
軍
事
的
必
要
さ
え
漏
さ
れ
れ
ぽ
そ
れ
以
上
民
間
企
業
に
劃
す
る
閤
家
干
渉
は
行
わ
た
く
と
も
よ
い
と
考
え
て
い
売
。
之
に
野
し
て
滴
占
資
本
家
遣
は
日
本
経
済
の
ヨ
リ
高
度
の
一
穂
化
を
歓
迎
し
、
若
し
も
日
本
経
済
の
完
全
た
る
支
担
標
が
彼
等
の
乎
に
蔑
さ
れ
る
上
う
に
、
間
家
櫨
カ
を
利
用
し
て
日
弁
連
の
支
配
の
下
に
日
本
経
済
杢
般
の
統
合
(
カ
ル
テ
ル
化
〕
が
出
来
る
汝
ら
ぽ
，
ヨ
リ
以
上
の
圏
家
干
渉
が
行
わ
れ
て
も
よ
い
と
の
意
向
を
持
ヲ
て
い
た
。
結
づ
て
戦
争
計
童
そ
の
も
の
に
就
い
て
は
雨
者
の
聞
に
何
隼
意
見
の
相
違
は
存
在
し
ゑ
か
づ
た
の
ち
あ
る
。
問
題
は
日
本
の
寡
頭
政
治
の
構
成
要
素
間
の
勢
力
の
均
衡
如
四
何
に
あ
っ
た
0
・
財
間
側
の
統
制
案
は
他
の
諸
国
の
濁
占
輯
が
遁
常
主
張
す
る
も
の
と
何
等
の
隔
り
も
な
か
づ
た
。
伎
等
は
日
本
経
済
を
完
全
に
統
合
し
て
、
そ
の
上
に
日
手
の
支
配
躍
を
確
立
し
よ
う
と
欲
し
た
。
こ
の
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
も
の
は
日
本
に
治
け
る
最
高
の
カ
ル
テ
ル
間
賠
た
る
日
本
経
済
連
盟
舎
で
あ
ヲ
た
。
一
九
四
O
年
(
昭
和
一
豆
年
〉
五
月
、
日
本
経
済
連
盟
舎
は
米
内
内
閣
え
の
意
見
具
申
書
の
中
で
、
財
閥
側
の
「
新
輯
制
」
案
を
提
示
し
た
が
、
こ
れ
ば
結
局
政
府
の
採
用
す
る
と
と
ろ
と
泣
ヲ
た
。
(
筆
者
註
!
昭
和
一
去
年
二
一
万
七
日
「
経
梼
新
瞳
制
確
立
要
綱
」
と
し
て
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
。
〉
財
間
側
の
中
、
心
目
的
が
何
で
あ
づ
た
か
は
こ
の
意
見
書
の
次
曜
の
文
中
山
町
山
簡
明
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
乙
れ
ら
ナ
べ
て
の
官
僚
統
一
制
の
諸
般
陪
を
支
除
す
る
た
め
に
は
現
存
の
民
間
経
済
圏
一
轄
を
統
合
整
備
し
、
以
て
重
要
産
業
部
門
内
に
強
力
ゑ
H
O
統
制
圏
轄
を
結
成
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
。
市
し
て
之
等
の
統
制
闇
轄
に
劃
し
て
は
、
私
益
の
迫
求
を
認
め
て
自
ら
の
創
意
を
生
か
さ
し
め
、
且
ヲ
自
ら
の
責
任
に
'
沿
い
て
自
主
的
統
制
の
賞
を
完
か
ら
し
め
旬
。
た
め
債
範
ゑ
る
統
制
擢
乞
賦
興
ず
べ
き
で
あ
H
Q
o
」
童
話
一
一
)
こ
の
「
民
間
企
業
」
の
自
主
的
統
制
案
ば
陸
海
軍
部
の
「
高
度
関
防
問
家
」
計
童
と
員
五
面
か
ら
衝
突
し
た
。
財
閥
側
が
悶
家
櫨
カ
ル
テ
ル
カ
を
利
用
し
て
桐
k
の
猫
立
企
業
を
統
制
圏
唾
に
強
制
的
に
加
盟
さ
せ
、
と
れ
に
土
ワ
て
完
全
な
ろ
問
主
的
統
制
樫
在
確
立
し
よ
う
と
欲
し
た
の
に
卸
し
て
、
軍
部
の
「
高
度
閤
防
同
家
」
計
霊
で
は
カ
ル
テ
ル
之
と
は
誼
に
、
統
制
国
融
問
そ
利
用
し
て
閏
家
統
制
の
賞
を
翠
げ
よ
う
と
欲
し
た
か
ら
で
あ
名
。
財
閥
は
上
越
の
自
主
的
統
制
案
の
総
カ
ル
仕
ア
ル
に
滑
ハ
J
て
‘
調
カ
で
自
分
建
の
統
制
圏
醐
問
機
構
の
確
立
を
推
進
し
て
行
づ
た
。
一
九
四
O
年
(
昭
和
一
豆
年
)
の
汝
か
ば
に
は
訴
に
重
要
産
業
統
制
闇
明
懇
談
合
を
設
立
し
(
築
渚
註
i
八
月
ご
九
日
〉
毎
月
一
一
同
の
定
期
的
舎
合
そ
も
ち
、
円
主
的
統
制
政
策
友
決
定
し
、
同
懇
談
合
の
決
議
し
た
事
項
に
関
し
て
同
家
の
認
可
を
求
め
ぷ
立
思
が
あ
ぷ
皆
を
麓
明
し
介
。
同
年
末
に
財
闘
は
軍
部
と
の
論
肢
の
第
一
鞍
に
沿
い
て
勝
利
を
牧
め
る
乙
と
げ
一
去
っ
た
。
即
ち
閣
議
決
定
の
つ
経
済
新
控
制
」
確
立
要
綱
に
む
い
て
、
民
間
企
主
の
一
政
府
グ
エ
イ
ム
ズ
ド
エ
ス
・
ア
レ
ン
の
日
本
財
閥
獄
管
理
ば
特
殊
の
場
合
に
限
ら
れ
、
新
時
制
下
に
沿
い
て
も
企
業
は
h
 
民
替
を
本
意
と
す
名
皆
が
確
約
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
東
保
内
閣
の
成
立
へ
筆
煮
詰
I
昭
和
二
八
年
一
O
月
一
入
日
)
ず
る
約
一
ヶ
月
前
に
は
財
閥
側
の
統
制
案
の
犬
制
が
盛
ら
れ
売
「
平
田
一
一
要
産
業
閣
時
令
」
が
公
布
施
行
さ
れ
た
(
九
月
一
日
)
。
こ
の
法
令
に
基
い
て
、
各
産
業
部
門
内
に
は
生
産
と
回
給
、
努
働
、
資
材
ゑ
ら
び
に
資
本
校
責
に
罰
し
て
統
制
棋
を
も
っ
統
制
舎
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
づ
売
。
各
統
制
舎
の
舎
長
に
ぽ
蹟
範
た
権
限
が
賦
興
さ
れ
て
い
た
が
合
長
の
一
選
任
方
法
は
各
産
業
部
門
内
の
指
導
的
財
閥
が
そ
の
任
免
を
左
宥
し
符
い
や
如
き
も
の
で
あ
り
た
。
郎
、
重
要
産
業
国
韓
令
の
施
行
前
に
、
上
謹
の
重
要
産
業
統
制
闇
曲
目
懇
談
舎
に
出
席
仁
て
い
た
諸
産
業
代
表
者
は
萌
に
各
々
自
己
の
産
業
部
門
内
に
自
主
的
統
制
相
識
を
確
立
し
て
持
り
J
、
そ
れ
が
こ
の
法
令
に
よ
っ
て
税
制
舎
と
し
て
公
け
に
認
め
ら
れ
る
ご
と
に
た
づ
た
か
ら
で
あ
名
。
カ
ク
テ
ル
こ
の
統
制
圏
盟
組
織
が
会
け
に
確
立
さ
れ
る
や
、
弱
小
企
業
は
念
逮
た
歩
調
ぺ
」
消
滅
し
て
行
つ
売
。
ぞ
の
規
模
は
新
鶴
制
か
ら
排
除
さ
れ
た
二
1
0
0
0
に
上
る
商
工
業
者
の
「
指
曹
と
統
制
」
相
ゾ
エ
イ
ム
ズ
H
エ
ス
・
ア
レ
ン
の
日
本
財
閥
務
運
動
に
乗
り
J
出
す
皆
の
政
府
聾
明
に
よ
っ
て
も
そ
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
が
、
費
際
に
は
そ
れ
よ
り
J
も
謹
か
に
多
数
の
商
工
業
者
が
韓
農
業
に
追
い
や
ら
れ
た
こ
と
は
「
中
小
工
業
を
重
工
業
に
配
置
轄
換
し
、
軽
工
業
部
門
の
経
替
と
そ
の
有
ナ
る
遊
休
機
掛
設
備
全
般
に
封
ず
る
統
制
樺
」
を
確
立
す
べ
く
企
聞
し
て
霊
要
産
業
圏
樺
懇
談
舎
が
立
案
し
た
特
別
計
聾
案
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
お
。
乙
の
計
聾
案
は
「
企
業
整
備
令
」
ハ
筆
者
註
i
昭
和
一
七
年
豆
月
一
三
日
公
布
)
と
し
て
閤
蒙
の
認
可
が
奥
え
ら
れ
た
が
、
同
法
令
に
は
所
轄
v
官
麗
が
特
定
の
曾
舵
に
劃
し
て
他
の
諸
舎
粧
を
合
併
す
名
と
と
を
命
令
し
得
る
樺
限
が
規
定
さ
れ
て
4
お
り
、
営
時
の
商
工
大
臣
は
「
圏
家
目
的
に
不
念
不
要
た
製
誼
工
業
は
そ
の
教
を
減
少
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
聾
明
ま
で
穫
し
て
い
お
。
之
轄
の
統
制
諸
政
策
は
太
平
洋
戦
域
に
治
け
る
日
本
軍
の
勝
利
が
相
纏
い
だ
開
戦
後
一
年
間
に
充
分
汝
数
カ
を
護
揮
し
た
。
財
閥
は
と
の
期
開
花
園
内
に
お
い
て
自
己
白
カ
ル
テ
ル
宝
閣
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
重
要
産
業
圏
韓
令
以
下
の
新
法
令
に
よ
っ
て
公
け
に
認
可
さ
れ
た
完
全
た
る
伊
脚
官
骨
組
織
が
一
九
四
二
年
〈
昭
和
一
四
四
一
七
年
〉
末
ま
で
に
産
業
界
、
貿
易
句
作
お
よ
び
金
融
界
に
確
立
さ
れ
た
。
産
業
界
に
沿
い
て
は
鞍
前
の
重
要
産
業
統
制
国
瞳
懇
談
舎
が
重
要
産
業
統
制
圏
韓
協
議
舎
に
護
展
し
て
い
た
。
(
筆
者
註
i
重
要
産
業
統
制
圏
韓
懇
談
食
は
前
に
も
踊
れ
た
よ
う
に
昭
和
一
五
年
八
月
ご
九
日
に
設
立
さ
れ
、
翌
一
六
年
一
月
一
ニ
O
日
に
重
要
産
業
統
制
圏
韓
協
議
曾
に
援
展
し
‘
更
に
そ
れ
が
昭
和
一
七
年
七
月
八
日
に
重
要
産
業
協
議
曾
と
改
稿
し
て
い
る
と
と
を
護
者
の
参
考
ま
で
に
附
記
し
て
お
〈
o
u
と
れ
と
並
ん
で
貿
易
‘
金
融
界
に
沿
い
て
は
日
本
貿
易
統
制
舎
ハ
鋒
潜
註
!
室
要
産
業
国
瞳
令
の
箆
動
に
よ
り
眠
和
一
七
年
一
万
一
一
七
日
設
立
U
お
よ
び
全
国
金
融
統
制
舎
(
筆
者
註
i
昭
和
一
七
年
四
月
一
八
日
金
融
統
制
圏
睦
令
が
会
布
施
行
さ
れ
、
こ
れ
の
欝
勤
に
よ
り
同
年
五
月
一
一
一
一
一
日
全
閣
金
融
協
議
食
の
解
散
と
同
時
に
全
閣
金
融
統
制
曾
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
)
が
活
動
し
て
い
た
が
、
之
等
の
統
制
舎
も
ま
た
財
閥
の
支
配
下
に
あ
の
J
売
。
併
し
乍
ら
濁
占
資
本
豪
語
は
未
だ
常
、
綾
轄
の
目
的
を
杢
酉
的
に
達
成
し
た
語
で
は
泣
か
り
た
。
日
本
の
濁
占
資
本
家
連
が
窮
極
の
回
槙
と
し
て
い
た
と
と
ろ
は
日
本
経
済
の
各
産
業
部
門
に
散
在
ナ
る
ナ
べ
て
の
統
制
圏
瞳
と
、
未
だ
倫
軍
部
の
支
配
下
手
め
づ
た
企
蓮
院
を
含
め
て
の
、
他
の
あ
ら
沙
る
間
家
機
関
と
乞
完
去
に
隷
属
せ
し
め
得
る
よ
う
泳
、
唯
一
最
高
の
中
栢
統
制
機
闘
を
確
立
し
て
、
そ
の
全
面
的
な
支
配
搭
を
自
己
の
掌
中
に
揖
一
ウ
乙
と
で
一
砂
の
ノ
売
。
財
問
が
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
機
舎
は
一
九
四
三
年
〔
昭
和
一
八
年
寸
日
本
軍
が
太
子
洋
戦
践
で
犬
損
害
を
蒙
hy
、
艦
船
な
ら
ぴ
に
航
空
機
の
大
規
模
な
集
中
生
産
が
必
要
と
注
目
J
た
時
に
訪
れ
た
。
艦
帥
耐
力
よ
び
航
空
機
増
産
の
た
め
の
軍
需
産
業
の
配
置
韓
換
は
各
官
躍
な
ら
び
に
産
業
問
錨
の
軍
需
産
業
ぱ
封
ず
お
統
制
艇
が
錯
椋
し
て
い
μ
た
た
め
多
く
の
困
難
が
あ
づ
た
。
と
の
困
難
を
克
服
し
て
必
要
な
軍
需
産
業
の
悶
置
轄
誤
友
達
成
す
る
た
め
一
、
東
俸
は
濁
教
的
櫨
限
や
一
要
求
し
、
そ
の
結
果
殺
以
前
の
い
か
た
る
軍
人
宰
相
よ
り
〆
も
大
き
な
権
限
主
興
え
ら
れ
た
が
、
併
し
そ
の
代
伎
と
L
て
財
閥
は
東
艇
に
劃
し
て
職
争
経
済
の
完
全
汝
お
支
配
擢
を
財
閥
間
へ
移
譲
ず
る
こ
と
を
強
請
し
た
り
で
あ
ろ
。
先
づ
最
初
に
、
東
僚
は
そ
の
杢
員
が
財
界
豆
頭
に
よ
づ
て
構
成
さ
れ
る
七
名
の
内
閣
参
興
委
員
の
一
設
置
を
要
求
さ
れ
た
。
こ
の
内
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
且
ス
・
ア
レ
シ
の
日
本
財
閥
灘
閣
参
興
委
員
は
表
面
上
は
国
策
に
闘
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
ワ
い
て
政
府
に
助
言
す
ぷ
機
関
と
い
う
こ
と
に
た
っ
て
い
た
が
、
賞
際
に
は
政
府
は
開
策
の
決
定
に
営
ヲ
℃
、
と
の
一
財
問
を
代
表
す
る
特
殊
機
関
の
同
意
な
く
し
て
は
何
事
乞
も
な
し
得
た
い
よ
う
忠
仕
組
み
の
も
の
で
ゐ
っ
た
。
〈
筆
者
註
i
内
閣
参
奥
委
具
は
昭
和
一
九
年
七
万
一
日
に
設
置
さ
れ
た
が
、
之
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
一
八
日
後
に
来
僚
的
閣
は
綿
酔
職
し
て
い
る
Q
U
内
閣
参
興
委
員
の
設
置
と
並
ん
で
霊
要
注
の
は
軍
需
省
の
創
設
〔
筆
者
詰
i
u和
一
八
年
九
月
二
八
日
)
で
あ
る
。
軍
需
省
の
初
代
大
臣
心
椅
子
は
東
傍
首
相
が
兼
任
し
た
が
賞
際
に
は
同
省
も
ま
た
財
閥
代
表
者
の
文
田
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
新
設
の
軍
需
省
は
陸
海
軍
用
省
直
轄
の
遺
舶
、
兵
器
工
廠
を
除
い
℃
、
す
べ
て
の
軍
需
産
業
に
野
ず
る
監
各
櫨
を
興
え
ら
れ
て
い
た
。
同
省
ば
圏
内
に
あ
い
て
豆
七
四
世
、
朝
鮮
あ
よ
び
基
調
時
に
お
い
℃
一
0
0祉
の
指
定
軍
需
舎
一
肢
を
直
接
支
配
し
、
生
産
機
械
設
備
、
労
働
、
資
材
、
治
よ
び
資
本
投
資
の
す
べ
て
に
亙
っ
て
監
督
躍
を
行
使
し
、
各
曾
粧
の
解
散
た
ら
び
に
合
併
を
命
令
し
得
る
構
限
を
も
っ
て
い
た
。
軍
部
の
支
田
下
に
あ
の
J
先
企
聾
院
は
猶
一
同
区
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
エ
ス
・
ア
レ
シ
の
口
H
本
財
閥
務
(
軍
需
省
設
置
と
同
時
に
)
完
全
に
鹿
止
さ
れ
た
。
こ
れ
は
財
閥
に
と
り
J
て
員
の
勝
利
で
あ
づ
た
。
古
今
未
盛
田
有
の
調
裁
擢
を
撮
る
づ
た
「
軍
事
的
滴
裁
者
L
束
僚
を
以
℃
し
で
も
財
関
を
そ
の
足
下
に
隷
麗
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
泣
か
ワ
た
。
否
.
軍
部
こ
ぞ
逆
に
財
閥
の
足
下
に
完
全
に
隷
属
を
強
い
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ピ
ッ
ソ
シ
は
こ
れ
に
つ
い
て
決
の
よ
う
に
鵠
ベ
て
い
る
。
「
東
路
首
相
は
い
か
た
ろ
意
味
に
沿
い
て
も
大
企
業
に
酎
ナ
一
つ
軍
事
的
、
も
し
く
は
政
治
的
澗
裁
櫨
を
確
立
し
た
こ
と
は
な
か
づ
た
。
諸
え
の
統
制
舎
の
合
長
建
、
換
言
す
れ
ば
岡
本
の
指
導
的
汝
満
点
資
本
家
遣
の
方
が
東
操
よ
り
も
一
枚
上
手
で
あ
ワ
た
。
殺
位
引
は
今
や
閣
内
に
た
け
ス
時
ぃ
犠
的
地
位
の
白
に
自
己
の
保
同
盟
》
パ
暴
走
}
上
げ
た
の
で
あ
名
。
:
:
:
乙
れ
ほ
賂
に
日
本
の
大
企
業
と
軍
部
と
が
全
く
新
し
い
行
政
的
模
限
と
責
任
の
場
に
わ
い
て
撃
行
し
た
結
婚
で
あ
っ
た
。
併
し
乍
ら
、
日
本
閣
内
の
産
業
界
の
動
向
を
左
右
し
た
諸
々
の
過
去
の
事
件
の
経
験
に
徴
ず
れ
ば
、
こ
の
軍
部
と
財
閥
の
『
政
時
結
婚
』
k
hぬ
い
て
、
ど
ち
一
四
六
ら
が
一
新
都
の
地
位
に
あ
り
た
か
は
疑
問
を
差
し
は
さ
む
飴
地
が
反
い
程
明
瞭
で
あ
る
よ
(
原
註
一
一
一
}
閣
内
に
治
け
る
支
配
的
地
位
を
占
め
た
財
閥
は
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
敗
戟
の
諸
結
果
か
ら
自
己
主
守
あ
た
め
の
一
保
身
策
を
講
じ
仏
州
め
た
。
去
の
一
つ
の
開
き
は
軍
需
産
業
、
特
ピ
航
空
機
エ
場
そ
の
他
プ
メ
η
リ
カ
爆
撃
機
の
主
た
る
爆
撃
目
標
と
な
ワ
た
諸
工
場
の
所
謂
閤
欝
化
運
動
に
現
わ
れ
て
い
る
。
財
閥
後
援
の
軍
需
産
業
関
品
百
化
運
動
が
始
ま
っ
た
の
は
B
仰
の
爆
事
が
蟻
烈
化
し
た
一
九
四
r-
年
ヘ
昭
和
二
O
年
〉
の
初
頭
J
、L
b
づ
た
。
閤
環
統
制
機
関
闘
を
し
づ
か
り
と
自
己
の
掌
中
に
掻
ワ
た
臼
木
の
滴
占
資
本
家
遣
は
爆
撃
に
よ
ワ
て
損
害
、
宮
家
づ
た
工
場
資
産
の
間
出
俊
一
補
償
を
確
保
す
る
た
め
の
一
千
段
と
し
て
軍
需
工
場
山
政
府
管
理
を
一
要
求
し
た
。
之
と
並
ん
で
章
一
一
安
ゑ
こ
と
は
鞍
守
?
刀
織
烈
化
ず
お
に
つ
れ
て
部
く
増
大
し
て
来
た
附
労
働
不
安
を
抑
墜
す
あ
た
め
、
ヨ
p
一
層
巌
格
た
弊
働
統
制
を
彼
等
が
要
望
し
た
乙
と
で
あ
る
。
猫
占
資
本
家
濯
の
要
求
が
通
っ
て
民
間
工
場
は
鞍
争
噌
潰
中
政
府
に
「
賃
貸
」
さ
れ
名
と
と
と
丘
h
y
、
市
か
も
民
有
工
場
の
国
家
管
理
は
財
閥
に
よ
づ
て
支
配
さ
れ
あ
「
経
替
管
理
機
関
」
の
乎
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
〆
反
ヲ
ι氏。
太
平
洋
戦
争
の
最
後
一
の
数
ヶ
月
間
、
鈴
木
内
閣
の
下
で
、
乙
の
財
閥
側
の
主
張
し
た
民
有
工
場
の
図
晶
画
化
は
荒
?
と
震
行
に
移
さ
れ
て
行
づ
た
。
〈
築
渚
註
j
昭
和
一
ゴ
U
年
四
月
一
日
に
返
需
ヱ
服
皆
目
制
が
公
布
施
行
さ
れ
、
之
に
よ
っ
て
即
日
、
中
島
飛
行
機
工
場
が
園
管
に
指
定
ぎ
れ
て
第
一
軍
需
エ
廠
と
な
り
、
更
に
そ
の
後
七
凡
九
日
に
は
川
西
抗
密
機
工
場
が
間
管
に
指
定
さ
れ
て
第
一
一
軍
需
工
蹴
と
な
っ
た
。
)
こ
れ
に
よ
っ
て
財
問
印
税
前
の
一
企
業
利
潤
乞
国
家
に
よ
っ
て
保
詮
さ
れ
る
一
方
、
職
災
に
よ
る
損
害
を
も
問
庫
に
よ
っ
て
楠
償
さ
九
一
た
の
で
あ
る
。
』
(
原
著
七
O
l七
回
頁
)
か
く
し
て
職
争
の
末
期
に
は
『
白
木
財
閥
は
温
去
二
0
年
間
の
い
か
な
る
時
期
に
む
け
る
よ
り
も
完
全
に
天
皇
制
間
療
を
支
配
ナ
る
』
に
至
h
y
、
そ
れ
と
同
時
に
『
同
門
に
治
け
る
臨
海
軍
閥
の
役
割
を
格
話
せ
し
め
る
た
め
軍
事
的
敗
北
え
の
詮
左
自
ら
の
乎
で
拓
-OJ
開
い
て
』
い
り
た
の
で
あ
る
。
(
甘
開
設
一
一
〉
。C20門
凶
ゲ
可
回
目
印
ω
Oロ
也
、
ミ
Q
H
N
ぷ
号
、
位
、
N
Eミ
N
U
J
ワ
-
M唱・
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
エ
ス
・
ア
レ
ン
の
日
本
財
閥
観
(
原
註
二
一
)
E
U山仏
-
w
H
Y
M
C
M
-
(
五
)
む
す
び
ブ
レ
シ
の
日
本
財
関
論
は
こ
れ
で
終
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
川
。
太
平
洋
戦
争
期
に
必
け
る
財
閥
の
圏
内
経
済
に
封
ず
る
制
覇
の
過
程
ど
論
述
し
た
後
、
更
に
日
本
の
海
外
植
民
地
l
l朝
鮮
、
事
濁
4
d
よ
び
満
洲
1
1
注
入
り
び
に
占
領
地
1
1
占
領
下
の
中
国
治
上
ぴ
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
!
!
に
ゐ
け
る
財
閥
の
活
動
左
越
べ
、
こ
こ
い
沿
い
て
も
ま
た
国
内
に
長
け
る
と
同
様
に
、
植
民
地
経
済
乃
至
占
領
地
粧
務
の
支
配
樺
そ
め
ぐ
づ
て
軍
部
と
財
閥
と
の
激
し
い
け
軒
目
立
花
始
ま
っ
て
、
結
局
政
財
閥
官
軍
部
を
勝
一
倒
し
て
そ
の
覇
檀
乞
完
杢
に
掌
握
し
た
事
貨
を
指
摘
し
℃
い
8
0
特
に
満
州
制
国
経
済
の
支
臨
躍
を
め
ぐ
づ
て
の
清
閑
と
軍
部
と
の
封
立
と
肘
閥
制
覇
の
過
程
は
極
め
て
興
味
の
あ
る
、
且
つ
重
要
杯
一
箇
所
で
あ
る
か
ら
、
設
に
紹
介
し
た
い
す
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
筆
者
に
興
え
ら
れ
た
紙
幅
も
漸
く
謹
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
と
れ
の
一
紹
介
ば
此
鹿
で
は
割
愛
し
て
別
の
機
舎
に
譲
h
y
た
い
と
思
う
。
以
上
で
「
ア
レ
シ
の
日
本
財
閥
翻
」
に
づ
い
て
の
紹
介
を
終
る
一
四
七
南
部
の
経
済
が
営
面
ナ
る
諸
問
題
諒
で
あ
る
が
、
調
筆
す
る
に
営
づ
て
一
一
言
問
剛
づ
て
ゐ
き
た
い
の
は
設
に
紹
介
し
た
ア
レ
ン
の
日
本
財
閥
翻
は
筆
者
が
プ
レ
シ
の
原
著
に
現
わ
れ
た
日
本
財
閥
に
闘
す
る
部
分
の
み
を
怒
意
的
に
採
h
y
上
げ
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
れ
J
て
、
原
署
の
中
に
版
え
と
し
て
流
れ
て
い
お
原
著
者
の
世
田
作
観
に
は
少
し
も
踊
れ
h
ん
か
づ
た
こ
と
で
あ
旬
。
。
謂
わ
ぽ
誌
に
紹
介
し
た
も
の
は
原
著
を
一
尾
の
魚
に
盟
言
え
れ
ば
一
切
の
薄
い
自
身
で
あ
づ
て
、
血
の
通
っ
た
魚
轄
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
の
賭
佐
原
著
者
に
ゐ
詑
び
す
る
と
同
時
に
原
著
に
接
ナ
名
護
者
の
た
め
に
一
言
附
記
し
て
治
く
。
後
記
1
1浄
作
曲
冒
が
思
う
よ
う
に
入
手
出
来
ず
、
外
閣
の
資
料
、
に
接
す
る
機
市
閏
の
惨
い
時
、
金
に
紹
介
し
た
原
霧
器
官
第
一
一
一
章
の
抜
卒
を
こ
の
七
月
初
句
筆
潜
の
手
許
ま
で
御
贈
り
下
さ
っ
た
上
に
、
八
月
中
匂
に
は
御
使
用
中
の
原
著
を
特
に
筆
者
の
た
る
御
貸
出
供
下
さ
っ
た
持
株
曾
此
整
理
委
員
食
調
査
部
第
三
課
長
大
津
春
一
氏
に
心
か
ら
部
、
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
二
九
五
0
・
九
-
一
二
一
)
一
回
八
南
部
経
済
の
嘗
面
す
る
諸
問
題
市申
野
長B
意
(
一
〉
は
し
が
き
ア
メ
リ
カ
査
本
主
義
の
稜
展
に
た
い
て
南
部
は
つ
ね
に
も
っ
と
も
弱
い
鎖
の
一
一
環
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
す
も
た
い
。
乙
れ
は
遁
去
の
歴
史
に
4
お
い
て
し
め
さ
れ
て
き
た
古
い
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
日
に
お
い
て
も
ま
た
訴
し
い
問
題
と
し
て
蔑
さ
れ
て
い
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ぞ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
易
経
済
活
動
が
沈
滞
す
る
と
き
.
ま
ボ
第
一
ピ
問
題
と
汝
る
の
は
甫
部
で
あ
づ
た
。
し
か
も
、
と
ろ
し
た
場
合
に
、
南
部
が
営
面
す
る
問
題
の
解
決
方
法
は
き
わ
め
て
部
分
的
で
あ
り
戸
、
き
わ
め
て
不
完
査
に
治
こ
な
わ
れ
て
き
た
た
め
そ
の
故
果
は
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
り
'
、
か
え
っ
て
問
題
は
さ
き
に
延
ば
さ
れ
、
こ
の
中
で
礎
来
か
ら
の
矛
眉
仰
い
い
新
し
い
形
で
掠
大
さ
れ
て
き
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
宅
。
遠
い
